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研究要旨 既存のデータを元に要介護者・自立高齢者数の将来推計を

行った。その結果、65 歳以上の要支援・要介護認定数は 2015 年の約

590 万人から 2050 年の約 942 万人へと約 1.6 倍に増加すると推定さ

れた。また、要介護者のうち、特に要介護度の高い者の割合が増加し

ていくが、自立高齢者数は 2050 年までに男女ともわずかに増加する

にとどまっていると推定された。平均寿命の延伸と少子化により、日

本の社会の高齢化は、今後 30 年ほどは進行していく。平均寿命が延び

て、国民が長生きになっていくことは良いことかも知れないが、健康

寿命も同時に、あるいは平均寿命の延び以上に延伸させていくことが

必要であろう。そのためには、生活習慣病の予防、フレイルの予防、

検診による疾病や危険因子の早期発見などの対策の推進が重要である。 

 

Ａ．研究目的  

 日本の介護政策を立案する際には、日

本全体で要支援・要介護の認定者数が今

後どのように変化していくのか、また自

立高齢者数は今後増えていくのか、減っ

ていくのかという推計を行うことが重要

な課題となる。本研究では公表されてい

る介護保険のデータや日本の将来人口推

計値を用いて、要支援・要介護数および自

立高齢者数の将来推計を行った。  

 

Ｂ．研究方法  

１．要支援・要介護認定高齢者者数  

 2017 年 1 月の厚生労働省介護保険事業

状況報告から、性年齢別の 65 歳以上要支

援・要介護認定者数加者数を用いた。ま

た、自立高齢者を 65 歳以上で、要支援・

要介護認定を受けていない者とした。  

２．将来人口  

 国立社会保障・人口問題研究所による

2016 年度推計男女年齢 5 歳階級別将来推

計人口の出生中位 (死亡中位 )推計を将来

人口推計値として用いた。  

3．推計方法  

 年齢・性別の要支援・要介護となるリス

クが今後も変わらないと仮定して、要支

援・要介護高齢者数将来推計を行った。ま

た、同様に自立高齢者数の将来予測も行



った。解析には R 3.5.1 を用いた。  

 

Ｃ．研究結果 

 国立社会保障・人口問題研究所による

推計人口構成から 2015 年度の要支援・要

介護者数は男性 179 万人、女性 411 万人、

合計 590 万人と推計された。2020 年には

男性 214 万人、女性 479 万人、合計 693

万人、2030 年には男性 268 万人、女性

593 万人、合計 861 万人、2040 年には男

性 294 万人、女性 642 万人、合計 936 万

人、2050 年には男性 300 万人、女性 642

 

図 1．要支援・要介護高齢者数将来推計 

 

 

 

図２．性別の要支援・要介護高齢者数将来推計 



万人、合計 942 万人と推定された。2040

年頃までは毎年要支援・要介護の人数は

増加し、2040 年以降は増加が止まるもの

と思われる（図 1、2）。65 歳以上人口に

対する要支援・要介護者の割合は 2015 年

には 15.2%であるが、2035 年には 20.1％

となり、以降はほぼ 20％で推移していく

ものと推定された。  

 2015 年の要支援者は 167 万人である

が、2040 年には合計 237 万人となる。要

介護 1 は 118 万人から 186 万人に、要介

護 2 は 102 万人から 168 万人に、要介護

3 は 77 万人から 133 万人に、要介護 4 は

71 万人から 125 万人に、要介護 5 は 56

万人から 96 万人に増加する。増加率は、

要支援では 1.42 倍、要介護 1 は 1.58 倍、

要介護 2 は 1.65 倍、要介護 3 は 1.73 倍、

要介護 4 は 1.76 倍、要介護 5 は 1.71 倍

に増加する。要介護度が高いほど増加率

は大きくなる傾向があった。  

 自立高齢者数は、2015 年は男性 1,440

万人、女性 1,860 万人、合計 3,300 万人、

2020 年は男性 1,540 万人、女性 1,860 万

人、合計 3,400 万人、2030 年は男性 1,570

万人、女性 2,020 万人、合計 3,590 万人、

2040 年は男性 1,670 万人、女性 2,120 万

人、合計 3,790 万人、2050 年は男性 1,650

万人、女性 2,060 万人、合計 3,710 万人

となる。自立高齢者数は年度とともに漸

増するが、要支援・要介護者の増加に比べ

れば、伸びはわずかである（図 3）。  

 

Ｄ．考察  

 65 歳以上の要支援・要介護認定数は

2015 年の約 590 万人から 2050 年の約

942 万人へと約 1.6 倍に増加すると推定

された。また、要介護者のうち、特に要介

護度の高い者の割合が増加していく。一

 

 

図 3．性別の自立高齢者数将来推計 



方、自立高齢者数は、2050 年までに男女

ともわずかに増加するにとどまっている。 

 平均寿命の延伸と少子化により、日本

の社会の高齢化は、今後 30 年ほどは進行

していく。2000 年を超えた頃から日本は

世界一高齢化率が高い国となったが、今

後も世界一であり続けると予測されてい

る。本研究での推定のように、年齢・性別

での要介護となる率が今後も変化しない

と仮定すると、支援や介護を要する高齢

者数は 1.6 倍にも増加する。介護に要す

る費用やマンパワーの増加のために、今

後の日本は、国として成り立っていかな

くなる危険性すらある。  

 平均寿命が延びて、国民が長生きにな

っていくことは良いことかも知れないが、

健康寿命も同時に、あるいは平均寿命の

延び以上に延伸させていくことが必要で

あろう。そのためには、生活習慣病の予

防、フレイルの予防、検診による疾病や危

険因子の早期発見などの対策の推進が重

要である。  

 

Ｅ．結論  

 今後 20 年から 30 年の間、高齢化は進

行し、適切な対策がされなければ、要支

援、要介護となる高齢者数は 1.6 倍に増

加すると推定されるが、自立高齢者数は

それほど増えない。介護予防など事業の

積極的かつ効率的な実施が望まれる。  

 

Ｆ．健康危険情報  

 なし 
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